【新潟税務署管内税務団体協議会長賞】
小さな積み重ね
　　　　 

新潟市立坂井輪中学校　
　　３年　金安　心羽花 
税金は、勉強と似ていると思う。
例えば、意味。勉強も税金を払うことも、意味があるのかわからなくなる時がある。勉強を頑張っていてもテストの点が伸びない時や、税金を払っていても何に使われているか分からない時など、時間やお金が無駄に感じる時がある。でも、日常の中で学校で勉強したことが起きて、仕組みがわかると勉強をしていてよかったと思うかもしれない。税金が身近な社会保障や教科書の無償化など、身近なところで使われていると知れば、税金を払う抵抗が少しでもなくなるかもしれない。
例えば、我慢。勉強も税金も目に見えない我慢で大きな力になる。テスト前や受験勉強の時、遊びを我慢して一人で勉強する。その我慢がテストや受験での結果に結びつく。税金を払う人も、働いて稼いだ給料からも税金が引かれたり、消費税なども高くなっているけど、払いたくない気持ちを我慢して払っている。その我慢が社会が豊かになったり、困っている人の助けになる。
例えば、ゴール。勉強も税金もゴールがなく、一生付き合っていくものだと思う。勉強は就職したらあまりしなくなるけど、日常に勉強の成果が出るところがたくさんあると思う。文章の解読、政治の仕組み、服の割引、植物を育てる時の置き場所、英語で書かれた看板や簡単な文章。税金も消費税、所得税、住民税、自動車税など日常に関わる税金はたくさんあり、生きていくためには避けられないと思う。
例えば、土台。勉強は嫌になる時もたくさんあるけど、少しずつ得意になったことを積み上げていけば、将来を支える土台になる。税金も同じで、不満に思う時もあるけど、少しずつ積み上げていけば、未来を支える土台になる。

このように税金と勉強は共通点が多いと思う。小さなことを積み上げて、勉強は大きな自信となり、将来を支える力となる。税金は大きな力となり人の命を助けることもある。
でも決定的に違うところが一つあると思う。それは勉強は一人で机に向かってテストや受験で良い結果だったら、自分だけの成果だけど、税金はみんなの協力によって未来がつくられていて、それは税金を払っている人全員の成果だということ。勉強はするもしないも個人の自由で、めんどくさくてしない人もいると思う。だけど、税金は個人の自由とはいかずに、全員に払う義務があり、仕方なく払っている人もいると思う。それでも払っている事実は変わらないから、その税金のおかげで社会が豊かになったり、助かっている人がいるなら全員が税金を払った成果だと思う。
税金は私たちが思っているよりも大切な資金で、小さな積み重ねが子供たちが遊ぶ公園になったり、人の命を助ける救急車になったりする。このことを忘れずに納税をしたい。
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